
　第７６回　Ｄ-Ｗｉｎｄ　Ｒａｌｌｙ　『勝手にキャベツラリー2022　area-N』
問題の答えと解説   
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問　　　　　　　題 正解率

クラス ダンガン エンジョイ Ｑ－Ａ 弐萬円 82%

ｽﾀｰﾄ～1CP 10.50 10.5 Ｑ－Ｂ １３分後（１２分後も正解） 91%

１ＣＰ～２ＣＰ 5.15 5.1 Ｑ－Ｃ Ｍ（ｍ） 82%

２ＣＰ～３ＣＰ 6.33 6.3 Ｑ－Ｄ ３年 91%

３ＣＰ～４ＣＰ 5.68 5.7 Ｑ－Ｅ ４つ 91%

４ＣＰ～５ＣＰ 14.45 14.5 Ｑ－Ｆ 茨木山 91%

５ＣＰ～６ＣＰ 9.24 9.2 Ｑ－Ｇ 嬬恋晴レルヤ（花壇なども正解） 91%

６ＣＰ～７ＣＰ 7.66 7.7 Ｑ－Ｈ ５本 64%

７ＣＰ～８ＣＰ 9.80 9.8 Ｑ－Ⅰ １６００m 73%

８ＣＰ～９ＣＰ 13.62 13.6 Ｑ－Ｊ ６本 55%

９ＣＰ～ＦＣＰ 8.58 8.6 Ｑ－Ｋ １４本 36%

Ｑ－Ｌ 令和７年３月３１日 9%

91.01 91.0 Ｑ－Ｍ 芳名板の文字が書かれた表面の板が剥がれている。 91%

Ｑ－Ｎ １４１年後 91%

ｽﾀｰﾄ～ＯＤ 7.157 Ｑ－Ｏ 黒岩 82%

Ｑ－Ｐ １２０歩 82%

Ｑ－Ｑ 休憩所　スキー場　県道標識（表示） 18%

Ｑ－Ｒ １８３ヶ月後 73%

問題X-1 屋内ゲートボール場 91%

問題X-2 干川 45%

問題X-3 大正１３年９月 64%

問題X-4 １６図 82%

問題X-5 ６図、３４図、３６図 55%

問題X-6 16,219 十万円 45%

問題X-7 １１図先 91%

２年ぶりの開催で、チョット気張りすぎました・・・m(__)m　２コース同時開催で、尚且つ、つまっぷの札を集めると

いうかなりハードな印象を皆さんに与えてしまった様です。　コロナの影響もあると思いますが、今までにない少
ない参加チーム数でした・・・(^-^;　つまっぷが来年以降も開催される様なので、数年かけて札を集めてもらえ

ば良かったと反省しています。来年も開催するつもりなので、キャベツラリーの原点に戻って、「爽快高原ドライ

ブ」を楽しんでいただけるコースにしたいと思います。

【解説】　コース
過去に走ったことがある道が多いコースでしたが、コース案内に書いた通り、つまっぷのスタンプ（札）ポイントを

巡るため、過去あきらめた場所に行くコースとしました。特に万座温泉に向かう有料の万座ハイウェイは、皆さ

んに通行料を負担していただくことになりましたが、走りやすい道でドライブを楽しんでいただけたのではないで

しょうか？　その分距離減点も多かったのかもしれません（下記）。

【解説】　距離　　
計測ミスまたは、計算ミスと思われる大量減点のチームが2チームいらっしゃいました。１ＣＰまでの距離は、ＯＤ

からではなくスタートからですのでご注意ください。

全体的に距離減点が多く、一桁減点のチームはありませんでした。特につまごいパノラマラインの３ＣＰ～４Ｃ

Ｐ、４ＣＰ～５ＣＰと、万座ハイウェイの８ＣＰ～９ＣＰ、９ＣＰ～ＦＣＰの減点が多く、特に登りが続く８ＣＰ～９ＣＰは

減点が大きかったです。　パノラマラインと有料の区間で、試走車より皆さん距離が少な目でした。試走車が飛

ばしすぎということはないと思います(笑)

【解説】　クイズ　　
遠方にあったつまっぷのスタンプ（札）ポイントのボーナスクイズもあり、少しボリュームが大きすぎたでしょう

か？　時間切れでクイズをパスされたチームもいらっしゃいました。

Ａ 『笹平地区のがけ崩れ』の碑文にある当時の嬬恋村村長は、「松本先」氏でした。
『中居重兵衛之碑』を確認すれば簡単でした。

距　　離（km）



Ｂ ３ＣＰの通過時刻は、３ＣＰの前にあるバス停の時刻を確認してもらう

想定でしたが、駅前のバス停に通過時刻が書かれた時刻表があり、

それを確認された方も多かった様です。　また、試走時の冬ダイヤから

開催期間中は夏ダイヤに変わっていて、作成者が確認した駅前の

バス停の時刻表では、１２分後になっていましたので、１２分後も正解とします。

Ｃ 看板の上部表示の《Auto camp》《Rental villa》　《Imamiya Valley》と、説明文の中にあった《100℃》はすぐに気

が付かれたと思います。　後、「今宮渓谷の特徴」の写真の説明文に「1.5㎞」がありました。

《Auto camp》《Rental villa》　《Imamiya Valley》と、《℃》と、《km》⇒

数が多い順に並べ替えると、

Ｄ これは、看板の日付を確認してもらえば問題ありませんでした。

Ｅ これも問題なかったと思います。

Ｆ これも問題なかったと思います。　標高1619mの茨木山でした。

Ｇ デッキの手すりが高い方向に『嬬恋晴レルヤ（花壇）』があり、その看板の

すぐ横に撮影ポイントを表わすカメラマークがありました。

デッキの手すりが高いのは、撮影する際の落下防止ですね。

作成者としては、『嬬恋晴レルヤ』の答えを期待したのですが、花壇などの

答えも多かったです。　問題文が悪かったですね・・・。　

花壇なども正解にしました。

Ｈ これは問題なかったと思います。　一本の長い角材が５本使われていました。

Ⅰ これも問題なかったと思います。　1600mの標高（＝涼しさ）を実感していただけたでしょうか？

Ｊ これも一本の長い角材が６本使われていました。

Ｋ ボーナスクイズの問題ＨとＪを解かれた方は、この問題の木橋を見て不安になられたでしょうか？

この木橋は、短い角材が途中で継がれていました。　合計１４本の角材が使われていました。

木橋の表面に枯れ葉などが積もっていたら、継ぎ目に気が付かれないかな？と思って設定しました。

作成時、私も騙されそうになりましたので(笑)

Ｌ コース作成時も皆さんが参加された時も令和４年３月３１日のままだったと思います。期限が切れていたのでク

イズにしました。問題文の「今の契約」は更新されて令和７年３月３１日までになっている筈ですので、それを答

えていただきたかったのですが、ほとんどの方が令和４年の答えでした。

開催期間中に訂正されたら、答えが簡単になってしまっていましたが、大丈夫だった様です(笑)

Ｍ 経年変化で表面が汚れて読めなくなっている芳名板はよく見かけますが、この芳名板の様に剥がれてしまって

いるのは初めて見たのでクイズにしました。施工不良ですね(笑)

Ｎ 「開校百年記念碑」によると干俣小学校が開校したのは、明治7年（1874年）ですので、廃校になった2015年は

141年後になります。

Ｏ 何とか読み取れたでしょうか？

嬬恋村には、「黒岩」さんが多くいらっしゃいます。　キャベツラリーで今までお世話になっている嬬恋村役場や

観光協会の方も黒岩さんです。　スピードスケートの選手にも何人かいらっしゃいましたね。

Ｐ 「万座しぜん情報館」の入口に、『万座バスターミナルまで３０m（徒歩４５歩）』の看板と、『空吹まで８０m』の

看板がありました。単純に計算してもらえばよかったです。１ｍ＝１．５歩ですので、１．５＊８０＝１２０歩です。

Ｑ 周辺図の四角で囲われた範囲にあるピクトグラムは、

「ホテル」「トイレ」「駐車場」

詳細図には、「ホテル」「トイレ」「駐車場」の他、

「スキー場」「休憩所」と「県道表示」がありました。

「県道表示」の未回答の方が多かったです。

Ｒ 「熊四郎洞窟」の説明坂が立てられたのは平成15年6月で、説明坂の横にある標柱が立てられたのは平成30
年9月ですので１５年と３ヶ月後。　設問が何ヶ月後か？ですので１８３ヶ月後が正解です。

万座・鹿沢口駅 仙之入四ッ角（3CP)

7:45 ⇒ 7:58
11:10 ⇒ 11:23

a u ｔ o c m p r e ｎ L v ｉ ｙ k
7 1 2 1 2 4 1 1 2 1 5 2 3 2 1

a L m ｉ ｔ c e v ｙ u o p r ｎ k
7 5 4 3 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1



問題Ｘ－１からＸ－７のキーワードは、『tsumagoi（嬬恋）』でした。

X-1 ２７図出口にありました。 https://goo.gl/maps/CuCqWhMSis3uvRKFA

立派な施設でした。中にはたくさんの表彰状が飾られていました。

X-2 ３１図にありました。 https://goo.gl/maps/43cMsDMHc8onSkQ87

民家の前っぽかったので、公式通知を出しました。　この辺りの地名が干俣で、川の名前が干俣川なので、「干

川」さんの苗字は地名と関係しているのかな？と思い苗字の数を数える問題にしました。

「千川」の答が何チームかありました。　残念ながら不正解です。

X-3 最後の最後にあり、開催期間後半に参加された方は夕暮れが迫り、見にくかったかもしれませんね。

X-4 過去の勝手にキャベツラリーでも登場していますので、２回目の登場でした。

１６図の入口の集荷場の横にありました。　進行方向では裏面なので判りづらかったでしょうか？

https://goo.gl/maps/nKo6hdJqQivHxqYB9

X-5 問題文に複数あると記載し、ヒントのキーワードの出てくる順番が判るように２つ付けましたので、見落とすこと

はなかったと思いますが、３４図の橋は８ＣＰの後、もう一度渡りますのでうっかり３６図を忘れる方がおられない

かな？と思い設定しました。 ６図 https://goo.gl/maps/n9FfmMdLEGALuE9CA

３４、３６図 https://goo.gl/maps/sPzoQjGPQRN17bd99

X-6 記念碑は１１図出口にありました。　３つの事業の総事業費の合計は下記のとおりです。

記念碑には千円単位で記載されていたので、

設問の十万円単位にする必要があります。

単位違いの答えは不正解です。

X-7 １１図先、2019年のDWR74『勝手にキャベツラリー2019』に出てきた嬬恋教会のとなりにありました。その時に

は整備されていませんでしたね。　 https://goo.gl/maps/Nf1HYPxewAesCHjf8

県営農免農道整備事業 523,400 千円 ⇒ 5,234 十万円
基盤整備促進事業 286,200 千円 ⇒ 2,862 十万円

農村総合整備統合補助事業 812,300 千円 ⇒ 8,123 十万円
合計 1,621,900 千円 ⇒ 16,219 十万円

https://goo.gl/maps/CuCqWhMSis3uvRKFA
https://goo.gl/maps/43cMsDMHc8onSkQ87
https://goo.gl/maps/nKo6hdJqQivHxqYB9
https://goo.gl/maps/Nf1HYPxewAesCHjf8

